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逆Ｌ擁壁設計支援ｼｽﾃﾑ(RLPLan Ver3.1)説明書 

 

 

RLPlan の操作は、極めて簡単です。 

この説明書を読む前に、操作してみましょう。それが早道です。 
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１、このソフトの機能概要 

 キーボードでの操作は基本的に行いません。ほとんどの操作は、マウスでの入力です 

   １）SI 単位系に対応しています。 

   ２）逆Ｌ型擁壁に対応しています。 

   ３）地震時、地下水、浮力等に対応しています。  

   ４）安定計算、構造計算(鉄筋量、応力度)が出来ます。 

   ５）計算結果を図で表示します。 

   ６）H24 年版の道路土工－擁壁工指針に準拠しています。 

 

２、使用方法要旨 

  １．メニュー中の「ファイル(F)」→「１．設計条件読込」をクリックします。 

  （データファイルが読み込まれます。） 

  ２．メニュー中の「実行(R)」→「１．計算開始」をクリックします。 

  又は、設計条件画面右下の「計算開始ボタン」をクリックします。 

  ３．計算結果が表示されます。 

 

３、メニューの説明 

 

 １）ファイル(F) 

  （１）設計条件読込：設計条件ファイルを読み込みます。(未登録時は不可) 

 （注）機能追加により保存項目が増えたため、前バージョンとの互換性はありません。 

  （２）設計条件保存：設計条件ファイルを保存します。 (未登録時は不可) 

  （３）終了    ：システムを終了します。 

 ２）印刷(P) 

  （１）計算書一括印刷：計算結果を印刷します。 

  （２）計算書ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ：計算結果をﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ後、印刷します。 

  （３）プリンタ設定 ：使用しているプリンタの設定をします。 

 ３）編集(E) 

  計算結果をテキストとしてファイルに出力するメニューです。 

  計算結果を印刷したい場合には、このファイルを他のワープロソフト利用して印刷 

  して下さい。 

  （１）テキスト出力：出力テキストは 

 １）設計条件 ２）荷重計算結果 ３）安定計算結果 ４）構造計算結果 です。 

  （２）メタファイル出力：MSWord 等に挿入して利用出来ます。 

     テキストファイルを編集して利用したい場合に図を利用することが可能になります。 

  （３）PDF 出力：計算結果をファイルで出力したい場合に利用できます。 
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 ４）表示(V) 

   各種ウィンドウを表示します。 

   １．設計条件：設計条件入力画面です。 

   ２．計算結果：計算結果画面です。 

   ３．土質定数表：せん断抵抗角、単位体積重量等を表示します。 

  該当する土質(地盤種類)をクリックすれば、当該データを設計条件に転記します。 

  表示項目は、土質の種類、重量、内部摩擦角、粘着力、地盤種類、地盤の分類、 

     許容支持力等です。 

   ４．土圧係数：各種擁壁タイプの土圧係数を表示します。 

   表示する種類は、Ｈ11擁壁工指針に示されているグラフです。 

   ５．単鉄筋 C1,C2,Po 表：単鉄筋 C1,C2,Po 係数を表示します。  

 ５）実行(R) 

   １．計算開始：計算を実行します。 

 ６）システム(S) 

  （１）ユーザ登録  ：ユーザ登録画面が表示されます。 

      登録方法は「ソフト紹介.txt」をご覧ください。 

  （２）このシステムは：版権の所在を表示します。 

 

４、設計条件入力画面の説明 

  設計条件入力画面：設計条件を入力します。 

 

 
クリック 
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 設計条件入力画面には、 

 ■地盤定数説明図 

１．裏込め土の諸量、２．根入れ地盤の諸量、３．支持地盤の諸量 

４.荷重、５．許容応力度、６．鉄筋かぶりの入力欄があります。 

 ■地盤定数説明図：各種土質定数の説明図です。 

 １．裏込め土の諸量：主働土圧の計算に使用 

  ・土質を選定します。 

   選定すれば、Ｈ24土工指針(P66)に表示されている単位重量、せん断抵抗角 

      粘着力を入力欄に自動設定します。 

  ・γs(土の単位重量)：自動設定値以外の数値を設定したい場合に入力します。 

  ・φ（剪断抵抗角） ：自動設定値以外の数値を設定したい場合に入力します。 

  ・δ（壁面摩擦角） ：[2φ/3]又は[φ/2]を選択します。初期値は、2φ/3 です。 

  ・ｃ（粘着力）   ：自動設定値以外の数値を設定したい場合に入力します。 

 メモ：入力欄をクリック→テンキーパッドが表示される→数値入力→ 

    転記ボタンをクリック 

  

入力欄をクリック 数値をクリック 

転記をクリック 
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 ２．根入れ地盤の諸量 

   根入れ地盤とは、設計地盤面から擁壁底版下面までを指します。 

    

   下記定数を入力します。 

  ・γ2(根入地盤の土の単位重量)：極限支持力の計算に使用 

  ・φ（根入れ地盤の剪断抵抗角)：受働土圧の計算に使用 

  ・ｃ（粘着力）        ：受働土圧の計算に使用 

  ・Df (根入地盤への根入れ深さ)：極限支持力の計算に使用 

   

 メモ：「γ2、Df」は、「静力学公式による地盤の極限支持力」の計算に必要。 

    「φ、ｃ」(薄いグリーンで表示)は、安定計算に受動土圧を考慮する場合に必要。 

 

 ３．支持地盤の諸量 

   支持地盤とは、擁壁底版下面より下部を指します。 

 

   下記定数を入力します。 

  ・γ1(支持地盤の土の単位重量)   

  ・φ（支持地盤の剪断抵抗角） 

  ・ｃ（支持地盤の粘着力） 

  ・Df'(支持地盤への根入れ深さ) 

  ・qa0(許容鉛直支持力度)       ：グレーで表示 

  ・μ (擁壁底面と地盤の間の摩擦係数）：グレーで表示 

  ・Cb (擁壁底面と地盤との間の付着力) 

 

 メモ：「γ1、φ、ｃ、Df'」：静力学公式による地盤の極限支持力の計算に必要。 

   「qa0」    ：支持に対する安定の照査の計算に必要。 

   「φ」    ：滑動計算に突起を考慮する場合に必要。 

   「μ、Cb」   ：滑動計算に対する安定の照査の計算に必要。 

    メモ：入力欄をクリック→テンキーパッドが表示される→数値入力→ 

  転記ボタンをクリック 

  メモ：「地盤定数一覧表」ボタンをクリック→表が表示される→数値をクリック→ 

   「qa0、μ」が転記される 
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  ４.荷重欄 

  （１）自重欄 

 

  ①躯体：場所打ち、既製品の別を選択します。 

    ここの設定は、滑動計算に突起を考慮する場合に使用します。 

              場所打ち：φb(擁壁底面の摩擦角)=φ    として計算しています。 

   既製品 ：φb(擁壁底面の摩擦角)=φ×2/3 として計算しています。 

   擁壁ﾌﾞﾛｯｸ長(m)：伸縮目地間隔です。 

     極限支持力の計算及び衝突荷重の計算に必要です。 

  ②単位重量：24.5ｋN又は 25.0ｋNを選択します。初期値は、24.5 です。 

  ③擁壁の形状 

   ・タイプは逆Ｌ型擁壁です。 

   ・全ての入力欄に、数値を入力して下さい。 

    (未登録時は、擁壁形状の設定は不可) 

   ・単位は(ｍｍ)です。 

     ・突起形状：安定計算の結果、「滑動に対する安定」で安全率が不足し、 

         突起を設置する場合に形状を入力します。 
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 （２）背面土形状、載荷重、土圧欄 

 

  ①背面土形状：平坦、法面、盛土を選択します。 

      法勾配、盛土高を入力します。 

  ②載荷重 

   載荷重強度は、載荷重の有無にチェックが入っていれば、入力可能です。 

   載荷位置：法面、盛土の場合に有効です。 

  ③雪荷重 

   雪荷重の有無にチェックが入っていれば、入力可能です。 

   ④土圧 

   １）載荷重、雪荷重の土圧計算時の扱い 

   地盤面（すべり土塊）が平坦な場合に有効です。 

   ・土塊に含み計算：土塊重量に含んで土圧計算します。 

   ・別計算し加算 ：土塊は、試行くさび法で算定し、土圧係数を算出後、 

    その係数にて載荷重の土圧を算定。土圧作用点は、H=1/3 と H=1/2 で 

    合力計算し、作用点を算出。 

   ２）たて壁設計用土圧 

   ・試行くさび法：各壁高の位置で試行くさび法で各々土圧計算します。 

   ・逆算土圧係数：たて壁固定部の土圧係数使用して各壁高の土圧を計算

    します。通常は、逆算土圧係数を使用します。 

            尚、固定部は試行くさび法で計算します。   

   ３）地震設定：地震時土圧を計算する場合の計算法を指定します。 

   ・載荷重無しの「常時土圧」+「躯体慣性力」 
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    地震時の計算法として、載荷重が無い状態の常時の土圧を地震時土圧

    に躯体慣性力を加味して計算します。 

   ・地震時土圧+躯体慣性力：慣性力を作用させて計算します。 

   ・地震時土圧のみ：躯体の「地震時慣性力」を無視します。 

 

  （３）その他の荷重 

 

  ①受動土圧：チェックが入っていれば、入力可能です。 

   Ｈｏ（有効根入れ深さ）とＤｆ（根入れ地盤への根入れ深さ）の設定が

   矛盾しないように入力して下さい。 

  ②水圧  ：チェックが入っていれば、入力可能です。 

  ③風荷重 ：チェックが入っていれば、入力可能です。 

  ④衝突荷重：チェックが入っていれば、入力可能です。 
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  （４）設計震度 

 

  地震時ボタンが選択されていれば、入力可能です。 

  数値をコンボボックス内から選択すれば、設計震度は自動計算します。 

  ・標準値（Kho）設定ページ 

   標準値：数値をマウスで選択すれば、設計震度は自動計算します。 

   地層区分：地盤種別を計算する場合にのみ、入力します。 

    層厚：マウスを該当個所でクリックし、数字を入力します。 

    N 値：マウスを該当個所でクリックし、数字を入力します。 

    土質：マウスを該当個所でクリックすれば、土質が表示されます。 

    （粘性土と砂質土のいずれかの選択） 

   特性値（Tｇ）計算ボタン 

   地層区分に入力した値により、Tｇを計算します。 

   ＊詳しくは、擁壁工指針をご覧下さい。 

  ・補正係数設定（Cｚ）ページ 

   擁壁を設置する県名の頭文字をクリックします。 

   対象地域欄に、該当地域が表示されますので、マウスでクリックします。 

   設計震度が自動計算されます。 

 

 

 

 

 



 10 

 

 ５．許容応力度 

 

  メモ：「許容応力度ボタン」をクリックすれば、一覧表が表示されます。 

    「地震」「設計基準強度」「鉄筋の種類」を選択すれば、設計条件欄に下記項目が 

    自動設定されます。 

     ・コンクリート：許容圧縮応力度、許容引張応力度、許容せん断応力度など  

     ・鉄筋：許容引張応力度 

 

 ６．鉄筋かぶり：単位は(ｍｍ)で入力して下さい。 

 
  ・たて壁：鉄筋の中心のかぶりを入力します。 

  ・底版 ：鉄筋の中心のかぶりを入力します。 

   配筋、ピッチ＠、径（Ｄ） 

  たて壁計算時の主筋のピッチをユーザが指定する場合に選択します。 

  自動設定：当システムが最小鉄筋量になるピッチ、鉄筋径を計算します。 

  ピッチ＠を指定、径（Ｄ）を指定、ピッチ＠径（Ｄ）を指定 

  が選択できます。 

 

 

クリック 

選択(地震、設計基準強度、鉄筋種類) 

クリック 
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 出力図色：カラー又は白黒を選択します。 

   印刷にカラープリンタを使用する場合は、カラーを選択します。 

   印刷に白黒のプリンタを使用する場合は、白黒を選択します。 

 

 計算開始ボタン：安定計算、構造計算、荷重図の計算をします。 

 
 （注意事項） 

  ・荷重の組み合わせは設計者の判断に委ねています。 

  ・地震時に載荷重、風荷重、衝突荷重を組み合わせる事も自由です。（通常はしませんが...） 

  ・擁壁工指針を参照され、荷重組み合わせは、適切に行ってください。  

 

 

５．計算結果画面の説明 

  計算結果画面は、Ⅰ設計条件、Ⅱ荷重計算、Ⅲ安定計算、Ⅳ構造計算結果があります。 

 Ⅰ．設計条件：目次及び設計条件を示します。 
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 Ⅱ荷重計算：荷重計算結果を表示します。 

 自重、擁壁の面積、重心を座標法で計算し表示します。 

 

  

 Ⅲ安定計算 
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１．土圧 

   試行くさび法にて、土圧を計算します。 

   表示項目は、主動土圧、水平土圧、鉛直土圧、作用点すべり角等です。 

   「すべり角」と「土圧」の関係を図示します。 

 ２．その他の荷重 

   受動土圧、水圧、風荷重、衝突荷重を表示します。 

  （注意） 

   風荷重、衝突荷重は安定計算時に使用します。 

   構造計算には考慮していませんので、設計者で別途検討が必要です。 

 ３．荷重一覧：荷重計算結果の一覧表を表示します。 

   表示項目は、擁壁本体の自重、背面土重量、載荷重、鉛直土圧、水平土圧、 

   受動土圧、水圧、風荷重、衝突荷重とそれぞれの図心距離及びモーメントです。 

 

 Ⅲ安定計算：安定計算結果を表示します。 

 

 １．滑動に対する安定欄：安全率と判定結果が表示されます。 

 ２．転倒に対する安定欄：合力の作用点と偏心距離、判定結果を表示します。 

 ３．支持力に対する検討欄：地盤反力と判定結果を表示します。 

 ４．静力学公式による地盤の極限支持力、判定結果を表示します。 

   支持力係数(Nc,Nq,Nγ)は、擁壁の設計法と計算例(理工図書) 

   2014年 1月 6日発行の式及び既資料の計算結果を回帰分析した回帰式を元に特異点

   （０除算とか定義域の境界値)を考慮して計算してあります。 
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 荷重図を表示します。 

  表示項目は 

  図：擁壁本体の形状、地盤線、載荷重、すべり線位置、土圧（概念図）、地盤反力 

  荷重概要：①角度 ②土圧 ③地盤反力 ④水圧など 

 

 Ⅳ．構造計算：構造計算結果を表示します。 

   当該ページには、下記の２ページがあります。 

   たて壁：曲げモーメント、せん断力、鉄筋量、応力度等を表示します。 

   底版 ：曲げモーメント、せん断力、鉄筋量、応力度等を表示します。 
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 （注意） 

  配筋は、鉄筋径とピッチを示した概要図です。 

  実際の配筋は、設計者の経験で行ってください。 

 

 その他 

  図面の操作方法 

 ・図面の縦横の縮尺は、擁壁のサイズが収まる大きさに縮尺を適宜 

     変更していますので、同一縮尺ではありません。縦横の目盛りの単位は（ｍ）です。 

 ・荷重強度の描画サイズは、適宜縮小して表示しています。 

 ・図面はマウス操作により、拡大・縮小・移動ができます。 

     拡大：マウス左ボタンで拡大区域を右下へドラッグします。 

     縮小：マウス左ボタンで左上へドラッグします。 

     移動：マウス右ボタンを押したまま移動します。 

 

６．参考文献 

 このシステムを作成するにあたり、下記の解説書を参考にしました。 

 １）道路土工--擁壁工指針（H24 年 3月）社団法人 日本道路協会 

 ２）道路土工--擁壁工指針（H11 年 3月）社団法人 日本道路協会 

 ３）土木構造物設計マニュアル（案）に係わる設計・施工の手引き（案） 

  [ボックスカルバート・擁壁編]    平成 11 年 11 月 建設省 

   計算結果のチェックに、上記資料の他以下の資料を参考にしました 

 ４）新・擁壁の設計法と計算例（理工図書）1998 年 12 月 20 日発行 

 ５）続・擁壁の設計法と計算例（理工図書）2001 年 4 月 30 日発行 

 ６）  擁壁の設計法と計算例（理工図書）2014 年 1 月 6 日発行 

 ７）建設省制定土木構造物標準設計手引き（Ｓ６２全日本建設技術協会） 

 ８）Delphi6 マニュアル一式を参考にしました。 

 

７．未登録時の機能制限一覧 

  （１）「設計条件読込」が出来ません。 

  （２）「設計条件保存」が出来ません。 

  （３）擁壁の形状を初期設定値から変更出来ません。(書き込み不可になっています) 

  （盛土勾配及び盛土高等その他の項目は、変更出来ます。） 

  （４）土質定数の入力が出来ません。(書き込み不可になっています) 

  （５）地震時の設計震度が編集出来ません。 

     (ユーザ入力値は無視され、Kh=0.08 に設定されます。) 

  登録後は、パスワードの入力により、これらの機能制限は解除されます。 
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８、バージョン履歴（Ver3.0 以降） 

 平成 30 年 4 月 1 日：RLPLan Ver 3.1 

  ・壁面摩擦角を選択できるようにした。 

    擁壁工指針では、土とコンクリートが接する場合は、δ=2φ/3 とされている。 

    一部の開発基準では、透水マットを使用する場合は、δ= φ/2 とされている。 

   ので、いずれか選択できるようにした。 

  ・設計条件項目が増えたので「設計条件読込、保存」の前バージョンとの互換性は 

   ありません。 

 

 平成 29 年 12 月 1 日：RLPLan Ver 3.0 

 「平成２４指針」用にシステムを変更した。主な変更内容は下記のとおり。 

 ・コンクリートのせん断応力度を変更した。(τa1) 

 ・τa1 の補正係数を導入した(部材断面の有効高 Ce,引張鉄筋比 Cpt) 

 ・滑動に対する照査の式で、擁壁底版幅(B)を有効載荷幅(B')へ変更した。 

 ・突起を設けた場合の計算式を変更した。 

 ・静力学公式による地盤の極限支持力(道路橋示方書：下部構造編)の計算項目を追加した。 

 ・たて壁のせん断力計算で、部材の有効高の変化を考慮したをせん断力で計算するようにした。 

 ・底版のせん断力計算で、せん断スパン比によるせん断耐力の割り増しを考慮した。 

 ・支持力係数（Ｎｃ，Ｎｑ、Ｎγ）のグラフを追加した。 

  支持力係数(Nc,Nq,Nγ)は、擁壁の設計法と計算例(理工図書)2014 年 1 月 6日発行の式及び 

  既資料の計算結果を回帰分析した回帰式を元に特異点(０除算とか定義域の境界値)を考慮 

  して計算してあります。 

  支持力係数は、Nc,Nq,Nγ=F(φ、θ)の３次元空間の曲面で表示されますので、各全微分式 

  dNc=F(φ)'dφ+F(θ)'dθ...で計算できそうですが、実際にはうまく計算出来ません。 

   （微分式の計算では、計算誤差が大きくなる） 

  当システムでは、各 Nc,Nq,Nγの計算に、単純に６次の回帰式を併用しました。 

  Nc,Nq,Nγの表示は、小数点以下１桁で表示（実際の計算時桁数は１６桁）ですが、 

  小数点以下は、意味がないと思われます。（本来は、図から目視読み取りですので・・・） 

  公開されている資料もこの Nc,Nq,Nγの計算には、かなりバラつきがあります。 

 ・入力項目の説明図の追加、及び画面レイアウトを変更した。 

 

以上 


